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　樹下植栽という植林技術は、今ある林のなかの木の下に苗
木を植えて育てるもので、わが国ではおもに複層林をつくって
現在の林の姿を将来にわたって維持して経営管理していく目的
で用いますが、熱帯の国では主として今ある林をもともとあっ
た森（原生林）の森林生態系に復元することを助長する目的
で用います。
　これは、伐採された原生林の跡地に自然に生えてきた林（二
次林）で低質な林やすでに植林したアカシア類やユーカリ類
などの林のなかに、もとの原生林に生えていた優良形質の大
木の苗木を植えて、今の林が徐々に植栽した木で構成される
林になり、将来的に原生林の生態系に遷移していくのを助長し
ようとするものです。
　木の下に植えなくても今ある林を全部切って苗木を植えればと思われる
かもしれませんが、これには理由があります。原生林の林内は大木が立ち
並びその枝葉で遮られて地表に届く陽光はわずかです。だから、母樹から
落ちた種は薄暗い木漏れ日のなかで芽を出し、少しずつ少しずつ大きくな
り、やがて周囲にある木より梢を上に出し太陽を一杯に浴びて成長してい
きます。個々の樹種名は省きますが樹高が50mとか60mにもなる巨樹・
巨木にはそんな環境のなかで育つ性質をもった仲間の木が多いのです。樹
下植栽はこうした原生林で地表に落ちた大木の種が少しずつ成長できる環
境を人工的に作り出してやるために、木の下に苗木を植え、その成長状

況に応じて周りの上木を伐ったり
上木の枝葉を落としてやったりし
て植栽木に当たる陽光の量を調整
します。このように光の
量を調整（照度管理）し
ながら育てていく植林・
保育の技術には、まだま
だ研究の余地が多く、原
生林の森林生態系に誘導
していくことは非常に困

難を伴いますが、（公財）国際緑化推進センターではマレーシア
サバ州とサラワク州、インドネシア、ベトナムなどで様々な樹下
植栽によるプロジェクトを実施して森林生態系の回復に努めるとと
もに、樹下植栽の研究促進にも成果を上げています。

元（公益財団法人）国際緑化推進センター専務理事　林　久晴

ネイチャー

ウォッチ
【東南アジア編】

とびらの言葉

――あなたこそ主治医――

　自分のことは自分が一番よく知っている、自分を知っているのは、自分以外にはな
い筈です。
　健康もそうで、健康は私たちの生活そのものによって創られるのです。私たちの健
康はお医者さんが創るのでも、薬剤師さんが創るのでもありません。あなたの健康は、
あなたの生活、あなた自身が創るよりほかありません。すなわち、あなたの主治医は
あなた自身であります。あなたの主治医としてのあなたと共に、健康のことを考え、
健康を創る資料を提供するために生れたのが本誌です。その意味で、いささかでもあ
なたのパイロットの役をつとめることができれば幸せです。

（昭和 36 年創刊時の言葉より）
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苗木に陽光が少し当たるよう周囲の木の枝葉
を切除した状況

アカシア林のなかで少し成長した優
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